
ＡＴＡＣの東日本震災支援プロジェクト(ＡＨＳ) 
＜我々は東北で何が出来るのか＞

～第三次調査訪問 IN 盛岡（２/２８～３/１）～
ＡＴＡＣ運営副委員長

                    　明石　祐二郎

東北をもっと知るために「第１０回もりお
かで縁を結ぶ交流会」に２名で参加しました。
この交流会は盛岡商工会議所主催で転勤族に
盛岡をもっと知ってもらおうと毎年開いてい
るもので、官庁機関ではなく盛岡の企業の人
たちと直接会ってＡＴＡＣの主旨を御理解頂
くために参加しました。
１部は盛岡出身の作家斉藤純様の＜私の好

きなもりおか＞の講演：人間性、食べ物、風
景など。２部は５４名が６グループに分かれ
て懇談会が１時間２０分程あり、ＡＴＡＣ２
名も別のグループに分かれ参加しました。グ
ループ内で今回訪問の主旨を説明でき、今後
のアプローチの方法についてもアドバイスを
頂きました。３部は交流会で元持商工会会頭
の挨拶で始まり３副会頭も出席されており
「もりおかを知ってもらおう」との主旨がよ
く伝わりました。同じグループだった人に紹
介を受けたりして３５名位の人と交流できま
した。
今回の訪問で昨年９月に訪問した岩手県庁

科学ものづくり振興課には岩手県工業技術セ
ンター、岩手県工業クラブの新しい窓口を御
紹介頂きました。２回目の訪問で親身になっ
てご紹介頂き、東北人の心暖かさがかいま見
られ、回数を重ねるごとに絆が深まるのでは
と考えます。訪問先で得た情報を列挙すると、
１）岩手県工業技術センターでは全ての技術
支援で人材不足であり処理ができていない
し補助金の制度も大いに活用したいが人材
不足でできない。又企業からの要望（申請
など）に対しての良否の判断など、アドバ

イスする人材がいないと、ないないづくし
であり、是非ＡＴＡＣの支援が欲しい（出
来れば常駐で）。今まで技術センターでた
くさんのことをやって来たが十分企業を満
足さすことが出来ていないので来年度は支
援企業の満足度をアップしたい。
２）いわて産業振興センターからはまず専門
家登録をして欲しいとのことで早速登録者
を募集し登録します。登録すると同センタ
ーでは企業からの支援要請された内容を吟
味し、登録メンバーの中から適材適所の人
材を検索して企業に推薦するとのことです。
３）岩手県工業クラブでは大手の１次、２次
下請けに対し改善活動、トヨタ看板方式な
どを行っているが、３次まで手が廻らない
状況なので是非支援をお願いしたい。今Ａ
ＴＡＣの支援が必要な時期にきています。
又このクラブでは異業種交流もやっており
リーダーの片山氏も紹介したいと。
ＡＴＡＣに対する期待をまとめると、
①すべての面で人材不足なので是非支援を 
 お願いしたい。
②仕事を再開してもユーザーが無くなっている
企業が多いので、こんな物が出来ないか？
こんな物が出来ますがどうですかと紹介し
て欲しい。
③出来るだけ訪問回数を増やして心を通わせ、
安心感、信頼感を得る必要がある。
④北上、一関、奥州市など製造業の多い地域
を訪問することも必要と思われる。
今後、東日本地域の復旧、復興に少しでも寄
与できるように努力していきたいと思います。

顧客からの信頼、海外取引の条件クリア
はもちろんのこと、社内における中核業務
の認識力、組織体制の強化、企業価値の向
上など、知られざるＢＣＰの価値を伝え、
支援したいと思います。
●特別講演「オンリーワン商品開発の秘訣」
ハードロック工業株式会社

　代表取締役社長　若林　克彦 氏

ハードロック工業 ( 株 ) の“ 絶対に緩ま
ないネジ ”は、台湾新幹線、東京スカイツ
リー、最近では住宅産業にも採用されてい
て、第 3回モノづくり日本大賞の「特別賞」、
日本イノベーション大賞の「大賞」等々、
数多くの賞を受賞され、社長ご本人も「旭
日双光章」ほか多くの栄誉に輝いておられ
ます。
　特別講演は、アイディアの原点となった
10 歳の時の「種まき機」発明の紹介から始
まり、青年実業家として「Uナット」の発明、
それを踏まえた「ハードロックナット」の
発明の経緯が紹介された。社長の言葉を借
りると、「常に好奇心をもって『欠点』を探す

こと。商品に完成品などありません。『完成』
と思った時点で思考停止してしまうでしょ
う。逆にその商品に足りない点が見つかっ
た時点で、発明の半分は成功しているので
す」とのことで、①世の中の商品は全て未完
成 (60 ～ 70% 程度 )、②世の中のものは、
組合せで成り立つ、③いいアイディアはすぐ
形にするという「アイディア開発の極意」
を説明され、世界で勝つにはオンリーワン
商品が必要であるという持論を展開され、
商品開発の厳しさ、とりわけ新興諸国から
の特許侵害への対応など多くの教訓を聴く
ことができましたが、社長の気さくなお人
柄から難しいお話も肩がこらずにお聴きす
ることができました。
講演で述べられた「オンリーワン商品開
発の秘訣」は、我々 ATAC の会員が中堅・
中小企業のお手伝いを行う際に、企業の方
と共に疑問点を探り、直ちにその対応策を
実行に移すという「コンサルティングの秘
訣」に通じるものであり、その取り組み方
の重要性を痛感した次第です。

（長岡・廣谷）

最近 ATAC 関連の行事が多く開催されている関係で、前号に続いて「企業
PRコラム」や「書評」の欄を省いて行事の紹介記事のみになりました。
巻頭頁は現在 ATAC が注力している東日本震災支援プロジェクトの関連で、訪問を重ねて現
地との親交が深まっている状況をお伝えしました。利昌工業の利倉会長の会社経営に関する講話
にはグッと来るものがあると思います。また、ハードロックの若林社長の講演は企業で新製品を
開発する際のヒントを与えてくれるものと確信しています。 (池田（隆）)

■■■■編 集 後 記
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